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「あしたも、きもちよくすごせますように。」 

このことばは、ぼくがかえるとき、いつもみんなのつくえをきれいにならべながらおもっ

ていることです。 

 小学校にきて、だんだんおべんきょうやとうばんのおしごとができるようになってきたと

き、ぼくのクラスでは、かかりをきめることになりました。はじめてのおしごとだったので、

とてもわくわくしていました。 

10 こくらいのかかりがやっときまって、いよいよやりたいものに手をあげることになり

ました。大人気だったのは、こくばんかかりです。先生がかいているこくばんをけすことが

できるので、みんな手をあげていました。もちろんぼくもこころのなかで、（やってみたい

な）、そうおもっていました。 

みんな、なかなか手をさげることができません。なんだか、さいしょのわくわくしていた

きもちがだんだんちいさくなってきました。 

 そんなときです。先生が、こんなことばをいいました。 

「さて、じあいたいむです。もういっかいかんがえてみましょう。」 

 ぼくのクラスには、「じあいたいむ」というじかんがあります。かんたんなことばでいう

と、「“おともだちのきもちをかんがえよう”たいむ」です。 

 このことばをきくとぼくたちは、「どうしてもやりたいか、それとも、ともだちにゆずっ

てあげようか」、もういっかいかんがえるようになります。うんとかんがえます。よくかん

がえます。 

 そして、やっぱりあったかいこころをもっているぼくたちのクラスは、あっというまにか

かりのしごとがきまりました。ぼくも、やっぱり（ちがうかかりで、がんばってみようかな）

とおもって、なまえのじしゃくがひとつもはられていなかった、せいりせいとんかかりをや

ってみることにしました。 

 はじめは、（きっとだれもほめてくれないだろうな）という、わるいこころがありました。 

 でも、ある日のかえりのかい、「ほめほめたいむ」のじかんに、こんなことばをいわれま

した。 

「わたし、いちばんはやくきょうしつにくるけど、つくえがぴんとそろっていました。い

つも、りょうまくんがしてくれているから。ありがとう。」 

 ぼくは、かおがまっかになりました。ほんとうにはずかしかったけれど、ちゃんとみてく

れているんだなとおもって、うれしくなりました。その日からぼくは、ズルしようなんてい

うきもちがなくなりました。 

 ぼくは、クラスみんながあったかいきもちになれる「じあいたいむ」がだいすきです。 

 


